わくわく文庫実践塾の声

（株）日本コスモトピア
先生・保護者の声

· 頭の回転が速くなった。

　　　　授業の最初に速読聴をするので、学習時間は今までより短くなったが、処理能力が上がっているので、以前と同じ量かそれ以上の量の学習量をこなしている。
· 本好きになった

特にシリーズものを読み始めると、続きを読みたがる。「本を買って」と親にせがむようになった。

· 人の話をよく聞くようになった。

　　　　学校の先生から、「最近、息子さんは人の話をよく聞くようになった」と言われた。

確かに最近自分の子と日本語が通じるようになってきたと思う。(お母さんの談)

· 成績が伸びた

　　日本語を読んでいるのに英語・数学等の国語以外の成績も上がった。

· 集中力がついた

　　　　以前は私語が多くざわつきのある教室だったが、わくわく文庫の後に学習するようにすると、集中して取り組むようになり、私語がなくなって教室が静かになった。

· 感想文を書くのが苦でなくなった

　　　　わくわく文庫を終えたあと、感想文用紙に何枚でも感想文を書くようになった。40分くらい平気で集中している

· 漢字の成績が伸びた

漢字のテストでいつも５０問中３問しか覚えられなかった子が、「わくわく文庫」を始めてから、逆に５０問中３問を除いてすべて覚えられるようになり、お母さんも学校の先生も驚いている。まぐれではなく、以後コンスタントに覚えられている。

· 人の話がよく理解できるようになった

漢字や語彙にたくさん触れるので、速読聴をしている子は、言葉で説明しても、よく理解できる。飲み込みがいい。漢検にも受かりやすい。

◆　落ち着きが出てきた
　　　　席についてじっと座っていられない生徒（小１）が、読み聞かせと速読聴により、１年後には１人で読書をするようになり、感想文を書くことはもちろん、自分で物語を創作できるまでになった。

· 長文が楽に読めるようになった

長い文章に慣れるので、図書館や書店でも文字の多い本を選ぶようになった。

· 自己表現ができるようになった

感想や心に残った言葉などを書かせているが、感情豊な文章が書けるようになった。

◆　ゲームばかりしていた生徒に学習意欲がでてきた
　　　　毎晩夜中までインターネットゲームをやり、表情が暗く、学校でも問題行動を起こしていた中３生が、性格が穏やかになり、学習意欲も出てきて成績が上がった。

· 「言語障害」「自閉症」の小学生に変化があった

読み聞かせと速読聴を行うことで、最初は0.8倍速で聴くのがやっとだったのが、2倍速で聴くことができるようになった。その生徒の担当医も「実際に障害があるのに、他の子どもたちと同じように普通に学習できていることが信じられない」と驚嘆した。

◆　英語のリスニング力が上がった
　　　　日本語の速読聴なのに、聴く力が向上するのか英語のリスニング力が上がった。

（英会話教室）

生徒の声

· 人の話がゆっくり聞こえるようになった

学校の先生の授業や人の話がゆっくり聞こえるようになって、よく理解できるようになった。

· 国語が好きになった

　　　　国語の点数が上がって、国語が好きになった。

· 学校の授業を受けるのが楽になった

今までは授業中、ノートを取るのが遅くてまだ書いていないのに消されてしまうことがあったが、今は先生の説明を聞きながらでも余裕をもってノートを取ることができる。

　

◆　４倍速でも慣れてきた
最初は速く感じるが、毎日聴いていると、４倍速で聞いていても、１倍速と同じように聞こえるようになった。

· 速く読めることがテストで役立った

　　　　前よりも速く問題を読んで解答できるようになった。国語のテストで問題を全部読みきることができた。

· 本を読むのが好きになった

　　　　自分で読むのは苦手だけど、読んでもらって目で追って読むのは好き（小２）。

